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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、セルフ・ネグレクトの「予防的介入プログラム」および「重度化
防止プログラム」を開発し包括的ケアシステムモデルを構築することである。
　まず若年のセルフ・ネグレクトを把握するために全国の市町村障害福祉課を対象に障害者虐待およびセルフ・
ネグレクトに関する質問紙調査を実施した。次に高齢のセルフ・ネグレクトの早期発見および重症度を測定する
ツールを開発するために、全国の地域包括支援センターを対象に質問紙調査を実施した。さらに高齢及び若年の
セルフ・ネグレクトの支援者と当事者のインタビュー調査を実施し、結果を総合してセルフ・ネグレクトのアセ
スメント・介入ツールを精錬させプログラムの検討をした。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to develop “Preventive Intervention Program” and 
“Prevention of Increasing Severity Program” of self-neglect, and to construct Comprehensive Care 
System Model .
In the first place, we conducted national questionnaire survey on abuse of disabled and self-neglect
 of disabled to welfare department of local agencies, to describe self-neglect of young adults. Then
 we additionally conducted national questionnaire survey to Community General Support Center for the
 purpose of developing tools for early detect of elder self-neglect and measure severity of 
self-neglect. Furthermore, we conducted interviews with supporters and elder and young individuals 
who self-neglect. From there results, we improve existing assessment tools and intervention tools of
 self-neglect by adding and removing items, then we discuss “Preventive Intervention Program” and 
“Prevention of Increasing Severity Program”.

研究分野： 公衆衛生看護学

キーワード： セルフ・ネグレクト　予防的介入　重度化防止　社会的孤立　プログラム開発

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の目的は、若年から高齢のセルフ・ネグレクトへの移行を防止する「予防的介入プログラム」および高
齢のセルフ・ネグレクトの重度化を防止する「重度化防止プログラム」を開発するための基礎調査を行い、セル
フ・ネグレクトへの予防的介入と重度化防止という２つの観点から、地域共生およびコミュニティの再生を目指
した包括的ケアシステムモデルを構築することである。
　本研究の学術的意義は、セルフ・ネグレクト高齢者および若年者の実態と特性、早期発見・介入アセスメント
ツールをもとに、包括的ケアシステムモデルを構築し、セルフ・ネグレクトの早期発見・早期介入により社会的
孤立・孤立死を防ぐことに貢献するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 セルフ・ネグレクトは高齢者だけの問題ではなく、いわゆるゴミ屋敷や精神障害等に起因する
セルフ・ネグレクト等、若年者でも大きな問題であり、実態を把握することが喫緊の課題である。
しかし若年者への医療・保健・福祉制度は縦割りであるため、若年セルフ・ネグレクト全体の実
態を解明することは、時間を要するだけでなく、コロナ禍においては情報が得られにくく困難で
ある。そのため、今回は、障害者虐待防止法におけるセルフ・ネグレクトへの対応について市町
村障害福祉課の認識を把握すると共に、障害者のセルフ・ネグレクト事例から今後の予防・介入
の課題を明確にすることを目的とした。 
研究者らが開発したセルフ・ネグレクト事例に対するアセスメントツール、および支援ツール

の項目は、高齢のセルフ・ネグレクト事例や、不衛生な家屋に住むセルフ・ネグレクト事例の分
析から抽出した項目であり、若年のセルフ・ネグレクト事例や多様なタイプのセルフ・ネグレク
ト事例にも適用可能なものに精錬させる必要があり、支援ツール項目の精度を高め、有用な支援
ツールの開発が急務であると考えた。 
障害者虐待防止法の施行に伴い、近年障害者のセルフ・ネグレクトが大きな課題となっている。

障害者虐待防止法にセルフ・ネグレクトは規定されていないが、高齢者虐待防止法と同様に、厚
生労働省の『市町村・都道府県における障害者虐待防止と対応の手引き』や自治体が作成する障
害者虐待防止マニュアル等でも、市町村の障害者虐待主管課（障害福祉課）が対応すべきとなっ
ている。障害者のセルフ・ネグレクトは、若年セルフ・ネグレクトの中核であるとも考えられる
が、その実態は明らかにされていない。また障害者虐待防止法の観点から障害者のセルフ・ネグ
レクトを明らかにした研究はなく、本研究は今後の若年者のセルフ・ネグレクトの予防・介入方
法を考える上で先駆的な意義がある。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、若年から高齢のセルフ・ネグレクトへの移行を防止する「予防的介入プログ
ラム」および高齢のセルフ・ネグレクトの重度化を防止する「重度化防止プログラム」を開発す
るための基礎調査を行い、セルフ・ネグレクトへの予防的介入と重度化防止という２つの観点か
ら、地域共生およびコミュニティの再生を目指した包括的ケアシステムモデルの構築を検討す
ることである。 
 本研究はセルフ・ネグレクト高齢者および若年者の実態と特性、早期発見・介入アセスメント
ツールをもとに、包括的ケアシステムモデルを構築し、セルフ・ネグレクトの早期発見・早期介
入により社会的孤立・孤立死を防ぐことに貢献するものである。 
 
３．研究の方法 
 
まず若年のセルフ・ネグレクトを把握するために全国の市町村障害福祉課を対象に障害者虐

待および障害者のセルフ・ネグレクトに係る質問紙調査を実施した。次に高齢のセルフ・ネグレ
クトの早期発見のためのツールおよび重症度を測定するツールを開発するために、全国の地域
包括支援センターを対象に質問紙調査を実施した。さらに高齢及び若年のセルフ・ネグレクトの
支援者と当事者のインタビュー調査を実施した。それらの結果から、すでに作成したセルフ・ネ
グレクトのアセスメントツールおよび介入ツールの修正・追加を行い精錬させ、「予防的介入プ
ログラム」および「重度化防止プログラム」を検討した。 
 
 
４．研究成果 
１）若年のセルフ・ネグレクトに関する悉皆調査 
障害者虐待防止法におけるセルフ・ネグレクトへの対応について市町村障害福祉課の認識を

把握すると共に、障害者のセルフ・ネグレクト事例から今後の予防・介入の課題を明確にするこ
とを目的として、全国の市町村障害福祉課（1724 か所）に障害者虐待および障害者のセルフ・
ネグレクトに係る認識や対応・課題に関する悉皆調査（質問紙調査）を実施した。調査内容は①
市町村障害福祉課におけるセルフ・ネグレクトの対応、と②セルフ・ネグレクト事例として代表
的な事例を２事例回答してもらった。結果として計 460 件の回答が得られ、回収率は 26.4％で
あった。 
 
２）高齢のセルフ・ネグレクトに関する悉皆調査 
セルフ・ネグレクトの重度化の防止、セルフ・ネグレクトの予防と重度化防止を可能とするケ

アシステムモデルの構築の基礎資料とするために、高齢のセルフ・ネグレクト早期発見のための



ツールと、生命の危険が及ぶ前の早期介入支援を判断するセルフ・ネグレクトの程度を測定する
ツール(重症度を測定するツール)を開発することを目的に実施した。調査内容は、地域包括支援
センターが管轄する地域の状況、担当しているセルフ・ネグレクト事例の属性、把握時の状況、
介入後の状況、心身の状況、日常生活の状況、対応・支援方法などとした。全国の地域包括支援
センターを対象に調査を実施し、合計 1,353 件の回答があり、回収率は 26.7％であった。 
 
３）セルフ・ネグレクト事例への支援者インタビュー 
研究者らが開発したセルフ・ネグレクト事例に対するアセスメントツール、および支援ツール

の項目について、さらに精錬させるために、セルフ・ネグレクト事例の支援経験のある専門職に
インタビュー調査を実施した。 
研究者らが開発したセルフ・ネグレクト事例に対するアセスメントツール、および支援ツールの
項目は、高齢のセルフ・ネグレクト事例や、不衛生な家屋に住むセルフ・ネグレクト事例の分析
から抽出した項目であり、若年のセルフ・ネグレクト事例や多様なタイプのセルフ・ネグレクト
事例にも適用可能なものに精錬させる必要があり、支援ツール項目の精度を高め、有用な支援ツ
ールの開発が急務であると考えた。 
研究対象は、セルフ・ネグレクト事例の支援経験がある専門職のうち、地域包括支援センター、

障害者相談支援センター等に勤務するセルフ・ネグレクト事例の支援経験のある専門職のうち、
複数の終結した事例を支援した経験のある者とし、機縁法で対象者を選定した。研究方法は、半
構成的面接法を用いた質的帰納的研究とした。対象者に事例を想起してもらい、事例の概要、ア
セスメントの実施時期とその内容、支援の実施時期とその内容についてインタビューを実施し
た。調査期間は令和 3 年 7 月～令和 4 年 3 月であった。結果として 7 名の対象者にインタビュ
ーを実施し、高齢のセルフ・ネグレクト事例について 4例、若年のセルフ・ネグレクト事例 3例
の計 7例について語ってもらうことができた。 
 
４）セルフ・ネグレクトから回復した当事者へのインタビュー 
重度化防止と予防的介入のプログラムの開発を進めるために、有効なアセスメントや支援の

プロセスの検討が必要と考え、セルフ・ネグレクトである当事者のインタビューを実施した。研
究対象は高齢及び若年でセルフ・ネグレクト状態から改善した当事者とし、支援者を介して機縁
法により選定した。研究方法は半構成的面接による質的帰納的研究とした。インタビューは、ど
のようなプロセスでセルフ・ネグレクトに陥ったのか、支援者のどのような支援がきっかけで改
善したのか、今後どのようなサービスや支援があれば良いのか、などであり、結果としてセルフ・
ネグレクトの当事者 7名に実施した。調査期間は令和 5年 2月～令和 5年 3月であった。 
 
５）アセスメントツールおよび介入ツールの修正・追加とプログラムの検討 
地域包括支援センターを対象に実施した高齢のセルフ・ネグレクトに関する調査結果とセル

フ・ネグレクト高齢者の支援者へのインタビュー調査の結果を踏まえ、すでに作成した高齢のセ
ルフ・ネグレクト事例の重度化防止をはかるアセスメントツールおよび介入ツールの修正・追加
を行い精錬させた。また、自治体の障害福祉課に実施した若年のセルフ・ネグレクトに関する調
査結果と若年のセルフ・ネグレクト事例への支援者のインタビュー調査の結果を踏まえ、高齢の
セルフ・ネグレクトへの移行を予防する介入ツールを検討した。さらに高齢及び若年のセルフ・
ネグレクトの支援者と当事者のインタビュー調査の結果から、すでに作成したセルフ・ネグレク
トのアセスメントツールおよび介入ツールの修正・追加を行い精錬させ、「予防的介入プログラ
ム」および「重度化防止プログラム」を検討した。 
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